
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・白菜で活動がどのように展開されていくのか予想をしていたが、予想を上回った活動に
なった。白菜の置き方によって子どもの反応も異なっていた。グループ編成も組み替える
ことによって反応も変わっていくのかと疑問に感じた。
・問いでは「音」に着目をして言葉かけや働きかけをしていったが子ども達は「音」にそ
れほど興味を持つ様子は見られなかった。自分で茎や芯を折ってみることで折った時の感
触を楽しんでいるようだった。自分の感じた音を相手に擬音語で伝える難しさを感じた。
・子どもによって興味を持つ部分が異なる為、問いを１つに絞って関っていくことができ
なかった。
・初めは葉に触れたがらない子どももいた。周りの子どもの様子を見ることで少しずつ葉
に触れてみようとしていた。少しずつ慣れていけるような雰囲気を作った。
・手を包丁に見立てて白菜を切ろうとしている子どももいたので実際に断面図を見せても
よかった。次回は切り方を工夫して中身が見えるようにすることで子どもの反応を見てみ
たい。
・問いを「音」にしたが、感触や視覚に着目した関わりをすると活動の方向も変わってく
るのかもしれない。

・前半のグループは白菜が置いてあると躊躇することなくみんなで葉をめ
くっていた。大きな葉がめくれる様子を見て嬉しそうな反応をしていた。
中の様子が気になり、夢中で剝く様子が印象的だった。後半のグループで
は白菜を横置きにしてみると子ども達は指先で白菜の葉を恐る恐るめくっ
て葉の中を見ていた。
・白菜の葉を大胆にちぎる子ども、黙々と細かく葉をちぎって並べる子ど
もなど、子どもによって様々な反応が見られた。中には葉脈を指で辿って
いる子どももいた。
・白菜の芯や茎を折った時に「ぱきっ」と張りのある音が鳴った。子ども
も保育士の真似をして折った時の音や感触を感じているようだった。
・手を包丁に見立てて切ろうとする姿もあった為、保護者が料理をしてい
る姿を日頃からみているのかと感じた。

1歳児…感触（白菜）

・年間を通して旬の野菜に触れている。前回のすくわく活動では野菜（チンゲン
菜、さつまいも）で行い、葉をちぎったり、大きさを比べたりと一人ひとりが
様々な視点から野菜に触れていた。今回は白菜を用意して行った。

２.活動スケジュール

・２グループ５人に分かれて行う。（１グループ１５分程度）
・白菜を用意する。葉をちぎったり、茎を折った時の音や感触を感じる。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

2024.11.27

・白菜の葉を躊躇すること
なく、めくる。
・白菜がたくさんちぎれる
と「キャー」と両手を合わ
せて喜ぶ。
・芯の部分が見えてくると
両手で抜こうとする素振り
をする。
・白菜を持ち上げてマット
に置く。
・白菜の白い部分を見て
「大根」という。
・白菜の葉をめくってみ
る。他の子どもがめくる様
子に興味を示していた。
・葉をめくると保育士に向
いて笑顔を見せる。
・指先で葉脈の部分をな
ぞって保育士に見せる。
・白菜の芯の部分を小さく
ちぎって大きな葉の上に並
べる。
・ちぎった断面から出た水
が手につき、こする。

・木目調の画板の上に白菜を置く。
・子ども達の反応に違いがあるのか確認をしたかった為、前半は白菜を縦
置き、後半は横置きにした。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


